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議題

• Web申込システム仕様の概略・課題確認

• 神奈川アマ2026に向けたタイムライン

• 市町協会との連携のあり方

• 神奈川事務局からのおねがい

• 市町協会へのヒアリング



本説明会でのお願い

•神奈川アマ2026に向けて、
市町協会様と県事務局との間での、
データ連携のおねがい

• その可能性についてのヒアリング

• ご意見募集



Web申込
システム仕様



Web申込
基本フロー

1. アカウントの取得

2. ログイン または
メール通知からアクセス

3. 大会を選択する

4. 競技を選択する

5. お支払い

• Web申込サイト
https://apps.golf-comp.com

• お支払いサイト
https://link.paygent.co.jp

https://apps.golf-comp.com/
https://apps.golf-comp.com/
https://apps.golf-comp.com/
https://link.paygent.co.jp/


アカウントと会員番号、個人IDなど
本説明会での言葉定義

• アカウント
• Webサイト上で個人を特定するための単位
現在はログインするためのメールアドレスを使用

• 会員番号
• 各市町協会ごとに異なる。
横浜市では8桁の数字

• 個人ID
• 神奈川県ゴルフ協会DB上で個人を
特定する連番

システム構成とアカウントの紐づけ

申込サイトログイン方法の拡張計画 



申込サイト
ログインの基本はメールアドレス

主な理由

• 最も標準的技術である

• 公的機関の多くがメールアドレス認証を基本に

• メールは特定のサービスに依存しない技術

メールアドレスのデメリット

• メールアドレスは、変更される可能性があるた
め、ログインIDに使用すると変更後のユーザー
がログインできなくなる

• 友人などにログインIDを類推される可能性

• プロバイダまたは各自の迷惑メール対策などで、
メールが届かないことがある

• 単純入力では誤入力をすることがある。
（自己申告では不十分）

他社サービスをID基盤に利用する場合

・サービス終了の影響をどうする？
・個人情報流出事故時にどうする？



申込サイト
メール以外の認証方式の検討

サービス提供事業者方式( 主にOpenId Connect)
（Google、Yahoo！、LINE、Facebookなど）

• 個人情報保護の観点など
実例：LINEは、2021年～個人情報関連問題を複数回起こ
し、2025年段階で、PPC要求対策について、8割程度の達成
度（つまり達成されておらず、現状でNaverへの流出状態）

• 個人情報流出事件がなくとも、利用者の情報はサービス事業
者に渡ることを会員に伝える必要がある
＝導入時のケアが必要。

• サービスダウンだけでなくの送信不具合は事業者依存で、
原因を調べることができない。

IDとパスワードを配布する方式

• 技術的には難しくはない

• パスワードは、保存してはならない。

• 情報配信の方法を別途構築する
必要がある

• 顧客対応、事務処理コストが上
がって本末転倒になる



申込サイト
ログイン方法の拡張計画

ログイン方法の拡張計画

基本はメールアドレス

オプションとして自己責任で利用可能に？
・Google アカウント
・Microsoft アカウント
・LINE ID
・Facebook (Meta)
・Xアカウント
・電話番号ベースのSMS

などでもログインできるよう検討

メッセージ配信の多重化を検討

• メール配信に複数メールアドレス

• メッセージ配信や告知にSMS、LINE、Facebook、
Xなど

• 重要：特定のサービスに依存しないことが大前提
開発コスト、管理コストの他、会員への説明をシンプ
ルにすることを比較考量。
特定のアプリのインストールを要件にしない。



システム構成とアカウントの紐づけ

インターネット

ローカル

 Webサイト  SharePoint

 ACCESS

リンク同期

アカウントの紐づけの必要性

• Web上のアカウントはオンラインで即時取得す
る必要があります。

• 会員データベースはセキュリティ上、Web上に
置くのは好ましくありません。Web上のアカウン
トと安全な場所の個人IDをローカルで紐づけ
てあることにより、個人情報を安全に保ちます。

• 神奈川だけではなく、市町協会との連携を視
野に、オフラインリンク可能なシステム設計です。



アカウントの取得

• 県事務局のデータベースで、既存の会員は個人IDで
特定されています。

• 個人IDとWebアカウントを紐づけるため、昨年から認
証用のQRコードを配布して、個人IDとWebアカウン
トの紐づけをお願いしております。

• 個人別に振られたQRコードを読み込み、メールアドレ
スとパスワードを登録していただきます。

• 確認メールがサーバーから登録されたメールアドレスに
送られ、これに記載のURLをクリックすると紐づけが完
了します。

入口
•QRコードを読み込む

フォーム

• メールアドレス

•パスワード

確認メール
•確認メールが届く

登録完了
•確認メールに記載のURLにアクセス



超シンプルな申込サイトのレイアウト

これ以上シンプルにできないほど
シンプルに

• 申込可能な情報のみが表示される

• 選択項目がない場合は、その人の操作をす
るべき内容に自動リダイレクト

• 横スクロールなし

• 文字サイズ大き目

• ボタン大き目

ゴルフ協会年齢層グラフ

年齢層にあった申込サイト、レイアウト



ゴルフ協会年齢層グラフ
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ゴルフ協会年齢層グラフ（アカウント取得者）
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神奈川主催競技2024年齢層グラフ(2053人)
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県アマ 参加者 年度別

開催年度 人数

2013 2553

2014 2458

2015 2304

2016 2209

2017 2029

2018 1881

2019 1836

2020 1659

2021 1714

2022 1753

2023 1799

2024 1736
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新型コロナ
の影響



年齢層にあった申込サイト、レイアウト

指標 推定値

平均年齢 約 58 歳

中央値 約 61 歳

母集団
（神奈川DB在籍）

8636人

• ゴルフ協会のHPへのアクセスは
９０％以上がスマホ経由

• 年齢層は５５歳以上が中心

• 文字サイズは大きく
（大きくて困る人はいない）

• 表組は×
• 小さな文字

• 横スクロール



安心のWeb決済

・決済は代行会社、ペイジェントで安心
（三菱UFJニコスとNTT-DATAが出資）

・決済は、ペイジェント側のサイトで行われます。

・クレジットカードなど重要な情報を保存しません。

・お支払い方法は
・クレジットカード
・コンビニ（ファミマ、ローソンなど）
・ペイジー
・ネットバンキング

オンライン決済の種類



オンライン決済の種類

• クレジットカード決済
各種クレジットカードが使用できます。
決済が完了して、申込サイトに戻るとス
テータスがただちに確認できます。

• ペイジー、コンビニ決済
即時決済ではないので、基本的にお支払
い待ち状態になります。お支払いが完了し
ないと、申し込みは完了しません。

• オンラインバンキング
オンラインバンキングでは即時決済が可能
ですが、銀行によって即時反映されない
場合があるようです。

• ３Dセキュアの影響で、カード情報が正し
くても決済が完了しない人が稀にいます。

• コンビニ決済の決済情報反映には時間
がかかるため、申込を確定するまで時間
を置く必要があります。



現在までの運用

• 一昨年の横浜市研修会での導入から開始、本年は、
神奈川県研修競技会でも、年間登録料などの決済
を行いました。
次回出場停止などの対応もシステムで設定できます。

• 横浜市民ゴルフ大会では、グロスの部のほか、ハンデ
の部などでは、通常のグロス競技以外にも対応

• 第２希望の聴取

• 同伴プレーヤーの名前指定

• 神奈川県ゴルフ協会のペアスクランブル、アンダーハン
デ競技などでも、競技の決済機能が正常稼働

• 研修競技会では年間登録で支払いが完
了した人のみが、競技の申込ができる

• 競技の申し込みと同時に、第２希望の指
定などの追加情報が指定できる

• ペアスクランブルなどでは、同伴者名を指定
することで、自動的に個人IDを特定して割
り当てる

• アカウント取得数は、1500件越し



問い合わせ発生状況

• 確認メールが届かない （全体の数%)
• 主に、Nifty , icloud , au , ez-web , softbankなどで発生しがち。
届いている人も多くいるので、個人で設定しているフィルタの可能性が高い
実際には、届いているのに見落としている場合も。

• QRコードの期限切れ

• 登録、エントリーできているかの確認

• エラー発生対応など

• その他、関連問い合わせ



神奈川アマ
2026



神奈川アマ２０２６へのタイムライン概略

•市町協会説明会

•折衝、各協会との調整 ・理事会での方針決定調整

•既存会員へのお知らせや事前登録の受付

•システム要件などの整理と告知事前登録

•スタートアップの募集期間

•基本募集期間、募集期限設定募集



神奈川・市町協会との調整内容

目的：
・データベースの統一化
・申込者が協会員であるかの確認
・新規入会者については入会フローとの融合

概略：
・会員データのデータ連携が可能か
・リアルタイムでの連携動作が可能か
・移行にかかる時間は

理事会の決定：
・2026でどこまで実装するか

システム開発、設定の調整

・新規入会フォームの整備

・データ連携の調整（テストまで可能か）

調整が間に合わない場合

・既存の業務フローに近い形へ



事前登録期間

目的：

・募集開始時のアクセス集中、
問い合わせ集中を避けたい

・ユーザーのステータスの混乱を避けたい

＝＞特に、既存の協会員への周知を行
い、アカウント登録を促したい

時期は、11月~

アカウント登録後の

申込はとても簡単
神奈川アマ での 登録状態の違い2026 Web



募集期間（仮想定）

• 本申込開始は２月２日（仮）

• 先行申込期間１月２６日～２月６日
この期間に申し込みが成立した人につい
て、定員オーバーの会場については抽選を
行う。

• 既存会員へのメールでの案内
（１月２６日～３０日）

• 募集用特設サイトの公開は１２月末

• 募集初日は、アクセス集中でサーバーがダ
ウンする可能性が高い。
その後の数日で負荷が分散することを期
待。

• 先行申込期間後は、申込締め切りに向
けて、順次申込を受付てエントリーを確定
させていく



神奈川アマ 基本申し込みフロー

1. 申込可能な大会部門が表示されます。

2. 大会部門を選択します。

3. 競技を選択します。

4. 「申し込む」を押すと、「お支払いはこちら」というボタン
がでます。

5. お支払いは、ペイジェントのページで。

6. お支払いが完了すると、申込が完了します。

7. 完了後は、自分のステータスを確認できます。

申込可能な競技のみが表示される



申込可能な競技のみが表示される

• 性別、年齢などによって、申込可能な競技が異なります。
Webエントリーサイトでは、既存会員であれば、会員情報に
基づき、申込可能な大会部門、競技のみが表示されます。

• シード対象の競技は、シード選手のみに表示、エントリー可
能とする。

• 新規会員の場合には、入力された情報を元に設定されるこ
とになります。
後日誤りであることが分かった場合の対応を検討。

• 特にシード対象の競技については、ゴルフ協会DBと紐づけ
（QRコード）でのアカウント登録を促したい。
そのための事前登録期間を設けたい。

• 現在ゴルフ協会のHPへのアクセス
は９０％以上がスマホ経由です。

• 年齢層は５５歳以上が中心

• 高齢の方向けに、文字サイズが大
きい必要があります。
（逆に大きくて困る人はいない）

• 表組などの小さな文字になりがちで、
横スクロールのあるレイアウトは、操
作しにくく、また、エントリー先競技を
誤る可能性があります。



県事務局データベース内 県事務局 未登録

1 協会員

＋

Webアカウント取得済

2 横浜市協会員 また
県競技参加履歴あり

＋
Webアカウント未取得

3 市町協会員 かつ
県競技に参加履歴なし

＋
Webアカウント未取得

4 非協会員

＋

Webアカウント未取得

左側①（登録済・協会員）
→かんたんにエントリーできる

左側②（未登録・協会員）
→簡易的に氏名や電話番号で突合

右側③（未登録・市町協会員）
→ 何か工夫できないか

→ 市町協会の会員番号で突合など
→ 市町協会で会員状態を

取得できるAPIはありますか？

右側④（未登録・非会員）
→ 横浜は新規入会フォームを連動
→ 類似のものを開発可能
→ 市町協会で独自のものがあれば

リンク

神奈川アマ2026でのWeb登録状態の違い



神奈川アマ2026での課題

• アカウントの取得者にとっては、簡単、便利。
アカウント未取得の人への対応をどうするか

• 協会員の確認、アカウント取得との紐づけよりも、
申し込みを優先する場合
＝＞後追いのフォローアップが課題

• 協会への申込、アカウント取得を先行して行う
＝＞ぎりぎりの申込希望者を取りこぼす可能性

• 協会会員の確認や協会への入会申し込みをなるべく
オンラインで完結したい。

• Web上での新規入会フォームと
Web申込用アカウントとの紐づけ

• お客様の個人情報入力の手間を
低減したい

• 既に登録済みの人が誤って新規登
録しないか、した場合の対処

• 紐づけを自動化した場合の個人情
報の取り扱いの注意



申込フローの想定(仮)

• アカウント登録ページ
（確認メールなどの対応が必要）

• 市町協会員であるかどうかの選択

• 市町協会員の特定のための情報
を入力を行ってもらった後、申込開始。

• 未入会の場合には、
新規入会申込フォームへ

• 新規入会の申し込みが完了したら、
申込を開始できる。申込可能



アカウント未登録者のフロー（仮）

アカウント登録 会員ですか？

所属協会の情報

＋個人情報

個人情報概略入力
住所で判定？

協会別処理

共用入会フォーム

システム内

競技申込ページ

入会フォーム判定（複雑化は避けたい）
• 共用申込システムを利用

or
• 各協会の独自入会フォームにリダイレクト

or
• 入会は後日確認（エクセルなど） 各協会の独自入会フォーム

アカウント情報
協会内ID
確認用hash

連携API

アカウント情報
hash key

後日検証

そのまま通す後日検証

リダイレクト

エラー対応必須



申込フローでの課題

市町協会の会員であることの確認

・基本的に自己申告とし、後日確認

・登録番号などの情報が不明でも他の情報
で特定したい。

・各協会によって、考え方が異なると思います
ので、ご意見を伺いたい。

新規入会フォームの仕様

・全体仕様を統一できれば、シンプルな構成
になります。

・個人情報の集め方などについて、協会毎の
違いがあると思いますので、ご意見ください。

・既存の新規入会フォームをお持ちの場合は、
データ連携について調整させてください。



イレギュラー対応

• アカウント登録済みなのに、新規登録してしまう。
（レコードの重複）

• 協会に未入会なのに、会員だと思って新規入会せ
ずに申込・・

• 決済が完了していないのに、完了したと思ってしまう

• メールが届いているのに、見落としてしまう

• エントリーしたい競技を間違えてしまう

• 生年月日を誤入力すると本来エントリーできない競
技が表示されてしまう。

• アクセス集中対策

• サーバースペックは無限ではなく、平時用に
しているため、神奈川アマの集中申込に耐
えられない可能性
＝＞一時的エラーが発生する

• 運用中のプログラム修正は避けたいが、修正
が別のバグを生む可能性はある

• 選手の誤入力などで別の部門にエントリーされ
てしまった場合などは、直接編集が必要になる
場合も



Web申込の現在の課題

• 操作方法の問い合わせは少ないが、操作
フローに改善の余地あり

• 各ステータスでのメール配信をどうするか
やりすぎも少なすぎも問題。

• 初見さんの登録と申し込みをどのように受
け付けるか。

確認メールが届かない？

• なぜメールが届かないのか
＝＞個人設定でのドメイン制限、プロバ

イダ側の迷惑メール判定の可能性大

• SPF正常、DKIM認証、DMARC正常でも
届かない。
メール送信には実績のあるSendGridの
サービスを利用
＝＞99％は届く

• Gmailのサーバーを経由すると届く可能性が
高い（ホワイトリスト化されている？）
相手により送信元を変える工夫も。



操作方法がわからない人向け

• スマートフォンを持っていない

• メールの送受信自体がわからない

• 詐欺やフィッシングが怖い

• 電話対応で申込を代行する案

• 申込操作を代行

• お支払い情報についてお電話の後、FAXや書面
で送付

• 支払い方法はペイジー限定？
振込の場合は、専用口座を用意？確認が手間。

• 継続フォローアップ
（支払い確認、催促など）



データ連携の将来像

神奈川アマ申込時のフローでも、各市町協会との
システム統合、データ連携はお互いにメリットがあり
ます。

Webアカウントを統一することで、メールの一斉送
信システムや申込サイトなどを活用できます。

システムを共有できれば、各種機能を最小限の開
発コストで利用でき、業務負担が大幅に減ります。



将来像（単純予測）

• 50歳前後から、5年若返る毎に、半減している。

• 65歳前後から、引退するプレーヤーが増える

• 現在神奈川アマ参加者人数は約2000人

• 5年後までに400~500人近く減る可能性。

事務処理の合理化
神奈川県ゴルフ協会全体での最適化が必要

ゴルフ協会年齢層グラフ



データベース

最新版が常に１つにまとまる
ファイル管理：担当者ごとにコピーが増え、どれが最新か分からなくなる
データベース：中央サーバで一元管理。

同時編集でも衝突しない
ファイル管理：誰かが開いている間はロックが掛かり、順番待ち
データベース：多数の利用者が同時にアクセス可能

必要な情報の抽出
ファイル管理：VLOOKUPや手作業のフィルタで各種ファイルから抽出
データベース：たとえば、ある個人に関するあらゆる情報を一画面に

安全に共有できる権限制御
ファイル管理：コピーが外部に流出しやすく、誰が見たか追跡不能
データベース：権限を細かく設定し変更履歴を追える

データ分析・可視化に強い土台
ファイル管理：散在するシートを集め直すところから始まる
データベース：参加傾向や収支を即グラフ化できる



神奈川事務局でのDB活用

• 初期はエクセルファイルで管理

• 一元管理されていないので、データの更新で問題

• 複数ユーザーで同時にデータにアクセスしたい。

=>データベースが必要

• データベースサーバーとしてMySQLを使い、ローカル
サーバー（事務所内）で運用。
保守（バックアップなど）には、DBエンジニアが必要

SharePoint

• Microsoft 365の契約に付属

• メンテナンスフリー

• データベースとして使え、ACCESSで使用すれ
ばオフラインでも動作

• ファイルサーバーとしても使える
同一ファイルへの同時アクセスでも正常動作

• バージョン管理が自動で行われる



事務局DB概説

1. SharePointリストをベースに、複数ユーザーの同時
アクセスに対応。

2. エントリーから組み合わせ、Web速報、競技結果の
取得、競技用の各種帳票（組み合わせや受付簿
など）の、自動または半自動出力

3. 目的に応じたリストを一括管理して、送付物やメー
ル送信などで一括管理。

4. メールの一斉送信や、その後の追跡が可能。

5. 過去の競技参加履歴、リスト登録状態、決済履歴、
問い合わせ履歴などを個人別や全体一括などで確
認できます。

6. 決済結果管理ほか会計支援

7. Webサイト、Webエントリー用サイトとも連携。

8. AI活用で業務負担を低減



データベースの選択

データベースサーバーを使うかどうか

• オラクル、Azure SQL Database、
MySQLなど

• 本格的データベース

• 開発は簡単

• ライセンス費用、保守費用は、求める仕
様によって高額になることがある

• 運用上の責任が生じる

SharePoint Online を使うメリット・デメリット

• メンテナンスフリー（管理コストがかからない）

• セキュリティ上の問題などの責任を外だしできる。

• サーバー用SharePointの脆弱性を悪用され、
多くの企業に影響が出た（2025年)
※ゴルフ協会使用のものとは別

• セキュリティ責任は顧客ではなく、MS側となる

• 単独でデータベースアプリケーションになりうる

• パフォーマンスには限界がある



データベースを用いた統計例
協会名 人数 平均年齢

(小田原) 33 60.9

(寒 川) 12 58.9

(伊勢原) 31 58.2

(鎌 倉) 30 58.1

(茅ケ崎) 41 57.7

(横 浜) 1045 56

(愛 川) 20 55.8

(座 間) 38 55.4

(逗 子) 13 55.1

(大 磯) 14 54.4

(藤 沢) 103 54.2

(川 崎) 148 52.9

(平 塚) 64 52.9

(大 和) 49 51.8

(相模原) 116 51.5

(横須賀) 59 50.8

(秦 野) 27 48.8

(綾 瀬) 11 48.5

(厚 木) 71 47.7

(海老名) 31 46.5

協会別平均年齢
（県アマ2024参加者)

ゴルフ協会年齢層グラフ



連携メリット

• 会員にとって

• 住所変更、連絡先変更、所属協会変
更などを、オンラインで処理できる

• 申込、欠場連絡、成績の確認などが同
じサイト上で完結

• 事務方にとって

• 会員対応が県と市町で一本化可能

• 競技情報の連携も可能

• メールなどの活用を視野に

• コスト意識

• 神奈川、市町協会で統一されたシステ
ムで運用することで、コスト削減が可能
具体的には割愛しますが、
統一したシステムにする方が業務コスト
が下がることは明らかです。

• ゴルフ協会会員の人口構成から10年
後、20年後を見る必要があります。



申込フローでのデータ連携例

市町協会の会員であることの確認

• 従来型で、申込者のエクセルなどをお渡し
して確認してもらうなど、完全後日確認パ
ターン

• SharePointリストなどで会員データをあら
かじめアップロードしておいていただく。
この場合、ほぼ、即時確認が可能に。

• 各市町協会のWebサイトで確認用API
やURLなどがあれば、申込サイトからリクエ
ストして確認

新規入会フォーム

• 共通フォームなら簡単。多少の仕様の違い
なら申込サイトで実装可能

• 情報はリストやスプレッドシートで共有

• 市町協会独自の新規入会フォームがある場
合には、神奈川とデータ連携する工夫

• 申込サイトからトークン付きURLで市町
協会の申込フォームに値を渡すなど

• 申込を受領したらトークン付き情報で返
していただく



初期導入の注意

• 在勤要件と在住要件のすり合わせ

• 神奈川アマは国体などにつながるため在
住要件が必要ですが、在勤による会員さ
んの情報を連携するかどうかは各市町協
会次第。技術的には両方可能。

• システム面ではサポート体制が必要

• 各市町協会でシステムへの理解度には
温度差があると思います。現状でのシス
テム化度合いをシェアできればと思います。

• システム化が難しい協会様については、
万全のサポート体制を。

• 個人情報保護法への配慮

• 市町協会へ会員から提出された個人
情報はただちに神奈川で使用してよい
わけではありません。

• スムーズな協会運営には、入会時や
個人情報取得時に、神奈川県ゴルフ
協会と市町協会の事業の目的に使用
できるような個人情報保護ポリシーを
定め、既存の会員には承諾をもらうな
どの措置が必要になります。



神奈川事務局からのおねがい・ご相談

• SharePointを通じたデータ連携をお願いでき
ないでしょうか。
ゲストアクセスは無料。

• 会員の存在確認などの業務負担を軽減できる
と思います。

• 必要なら、神奈川の競技の結果を自動的に
フィードバックできます。

• SharePointとは

• Microsoftが提供しているグループウエア、クラウド
ファイルストレージ環境

• Microsoft365契約でテナントが利用可能

• 大手企業でも使っており、セキュリティは大企業標準

• ゲストアカウントは無料でアクセスできます。

• ファイルサーバーとしてファイル共有機能として使える
ほか、ACCESSやExcelからアクセスして、簡易的な
データベースとしても利用できます。



データ連携（例）

SharePoint共有

• 無料です

• ブラウザーだけでも可能

• Office365契約などがあればそのまま
ACCESSが使えるならデータベースとして

• マイクロソフトアカウント（個人用）でも

• リストはデータベーステーブルとして利用可能

• エクセルのアップロードでも可

• PowerAutomateで自動処理も

• 競技会場など、スマホやモバイルPCからでも
安全にアクセス



アンケートにご協力のおねがい

主な質問

• 会員管理には何を使っていますか

• エクセル？データベース？

• 会員データ連携にご協力いただけますか

• 連携するとしたら、どのような方式がよいですか

• クラウド(SharePointなど）を通じた
エクセルなどのファイル共有

• SharePointリストでDB連携

• APIなどを通じたシステム連携

• 新規入会フォームなどオンラインで受け付けていま
すか

• 共用の新規入会フォームに興味はありますか

• 競技データ（神奈川アマなど）の連携に興味は
ありますか

• その他、ご不明な点などあれば

アンケートのURLはこちら

https://forms.gle/H9c62Nsi7z6zEYtP6

または、右上のQRコードを読み込んでください。

https://forms.gle/H9c62Nsi7z6zEYtP6


ありがとうございました

小杉 智聡（こすぎ ともあき）

090-7404-9338

admin@knga.org



資料：パワーポイントファイルの内容確認⽤ 

加藤事務局⻑による開会挨拶と県アマ Web 申し込み導⼊の説明 

加藤事務局⻑は会議の冒頭で、県アマの申し込み⽅法が紙ベースから Web 上でのエントリー⽅式へ完全に変

更されることを説明しました。これまで数⼗年続いてきた郵便振込による申し込み⽅法から、クレジットカ

ードやコンビニ決済などを利⽤した Web 申し込みへの移⾏について説明がありました。既に県研修競技会や

横浜市ゴルフ協会の市⺠⼤会などでテストケースとして導⼊されており、2026 年の県アマから本格的に実施

される予定です。加藤⽒は各市町村ゴルフ協会の事務局や窓⼝担当者の理解と協⼒を求め、スムーズな申し

込みシステムの構築を⽬指すと述べました。 

⼩杉⽒による Web エントリーシステムの基本説明 

⼩杉⽒は神奈川県ゴルフ協会のシステム関係のサポートを担当していることを紹介し、2026 年の県アマ Web

エントリーについて説明を開始しました。Web 申し込みシステムの基本的な仕組みと動作、2026 年の県アマ

に向けた調整事項、そして神奈川県ゴルフ協会の事務局データベースと各協会の会員情報のリンク可能性に

ついて説明する予定であることを述べました。 

Web エントリーシステムの基本的な流れと仕組み 

⼩杉⽒は Web エントリーシステムの基本的な流れとして、アカウント取得、ログイン（またはメール通知か

らのアクセス）、⼤会選択、競技選択、⽀払いという⼿順を説明しました。実際の画⾯を⽰しながら、シン

プルな操作⽅法について解説しました。スマートフォンでもほぼ同じ画⾯で操作できることも説明されまし

た。 

アカウントと会員情報の紐付けについての説明 

⼩杉⽒は Web 申し込みシステムにおけるアカウントの概念と、会員番号や個⼈ ID との関係について説明し

ました。Web 申し込みサイト上では個⼈を特定するためにアカウントが必要であり、このアカウントと神奈

川県ゴルフ協会のデータベース内の個⼈ ID を紐付けることが重要であると強調しました。QRコードを利⽤

したアカウント登録⽅法や、メールアドレス確認のプロセスについても説明がありました。 

⾼齢者に配慮した Web サイトデザインの重要性 

⼩杉⽒は神奈川県ゴルフ協会の会員の年齢層（平均 55歳以上）を考慮した Web サイトデザインの重要性に

ついて説明しました。⾼齢者でも使いやすいように、⽂字サイズを⼤きくし、シンプルなレイアウトを採⽤



していることを強調しました。また、アクセス解析によると 90%以上がスマホでアクセスしているため、⼩

さな画⾯でも操作しやすいデザインを優先していると説明しました。 

決済⽅法とセキュリティについての説明 

⼩杉⽒は決済⽅法について、決済代⾏会社「ペイジェント」（三菱UFJニコスとNTTデータの合弁会社）

を利⽤していることを説明しました。クレジットカード、コンビニ決済（セブンイレブンを除く）、ネット

バンキングなどが利⽤可能で、セキュリティ⾯では信頼性の⾼いペイジェントのサイトで決済が⾏われるた

め安⼼であると強調しました。コンビニ決済の場合は情報反映に時間がかかる点に注意が必要であることも

説明されました。 

現在までの運⽤状況と問い合わせ状況 

⼩杉⽒は現在までの運⽤状況として、スクランブルや研修競技会での導⼊実績があり、約 7500件のアカウン

トが取得されていることを報告しました。問い合わせ状況については、操作⽅法に関する問い合わせはほと

んどなく、確認メールが届かないなどのメール関連の問題が若⼲あったことを説明しました。これらの問題

については改善策を講じていく予定であると述べました。 

神奈川 2026 年の申し込みについての計画 

⼩杉⽒は 2026 年の県アマ申し込みについての計画を説明しました。事前登録期間を設けて既存会員にアカウ

ント登録を促し、その後の募集開始時の混乱を避ける計画が⽰されました。また、サーバー負荷を分散する

ために、募集期間を設けて申し込みを受け付け、定員オーバーの場合は抽選⽅式を採⽤する予定であること

が説明されました。 

申し込みフローと会員確認の課題 

⼩杉⽒は申し込みフローの詳細と、会員確認における課題について説明しました。特に、神奈川県ゴルフ協

会の会員であることの確認をスムーズに⾏うための⽅法や、新規⼊会者の処理⽅法について検討が必要であ

ることを強調しました。データベースの統⼀化が理想的であるが、各協会の状況に応じた柔軟な対応が必要

であると述べました。 

事前登録期間と募集期間の設定 

⼩杉⽒は事前登録期間と募集期間の設定について説明しました。11 ⽉頃から事前登録期間を設け、既存会員

にアカウント登録を促す計画であることが⽰されました。また、2⽉ 2⽇を申し込み開始⽇とした場合の先

⾏申込期間（1 ⽉ 26⽇〜2⽉ 6⽇）の設定や、特設サイトの 12⽉末オープンなどのスケジュール案が提⽰

されました。 



申し込みフローの詳細説明 

⼩杉⽒は申し込みフローの詳細について説明しました。ログイン後に申し込み可能な⼤会部⾨のみが表⽰さ

れる仕組みや、年齢や資格に応じて表⽰される競技が⾃動的に絞り込まれる機能について説明しました。こ

れにより、⾼齢者でも簡単に申し込みができるよう配慮されていることが強調されました。 

会員ステータスによる申し込みパターンの違い 

⼩杉⽒は会員ステータスによる申し込みパターンの違いについて説明しました。県の事務局データベースに

あり、アカウントを取得している会員、データベースにあるがアカウントを取得していない会員、データベ

ースにない会員、⾮会員など、様々なパターンがあることを説明し、それぞれの対応⽅法について提案しま

した。特に新規⼊会者の処理⽅法については、各協会の状況に応じた対応が必要であることを強調しまし

た。 

申し込みフローの想定と課題 

⼩杉⽒は申し込みフローの想定と課題について説明しました。特設サイトからのアカウント登録の流れや、

会員確認、新規⼊会処理などの⼿順について詳細に説明しました。各協会によって⼊会⼿続きが異なるた

め、それぞれの状況に応じた対応が必要であることが強調されました。 

データベース統⼀化の将来像 

⼩杉⽒はデータベース統⼀化の将来像について説明しました。神奈川県ゴルフ協会の年齢層グラフを⽰しな

がら、今後 5年間で会員数が減少する可能性があり、業務の合理化が必要になることを説明しました。

SharePointを活⽤したデータベース管理の利点や、現在の神奈川県ゴルフ協会での活⽤事例について詳細に

説明しました。 

SharePointを活⽤したデータ連携の提案 

⼩杉⽒は SharePointを活⽤したデータ連携の提案について説明しました。各協会の状況に応じた柔軟な連携

⽅法や、個⼈情報保護への配慮の必要性について説明しました。基本的には SharePointを通じたデータ連携

を希望しており、ブラウザ上での編集やファイルアップロードなど、様々な連携⽅法が可能であることを強

調しました。 

以上 



県協会 WEB エントリーシステム 

市町協会向け説明会の記録 
 

 

 

⽬次： 

1. 会議概要 

2. 議事進⾏要約 

3. Q ＆ A （説明会当⽇に提⽰された質問と回答） 

4. 参照⽤情報 

（申込サイト URL、ITヘルプデスク電話番号、アンケートの協⼒おねがい） 

 

 

会議概要  

• 開催⽇時：2025年 7⽉ 23⽇（⽔）14:00 – 16:00 

• 開催場所：⼾塚カントリー倶楽部 AB ルーム 

• 主催：神奈川県ゴルフ協会（以下「県協会」） 

• 出席者 

o 市町協会事務局⻑・実務担当者 15名 

o 県協会 加藤事務局⻑、事務局員塩津 

o 県協会委託  システム担当 ⼩杉 

• ⽬的：2026年度県アマから導⼊する Web エントリーおよび決済システムの概要説明と、市町協会と
の連携⽅法の意⾒交換 

 

  



議事進⾏要約  

本会議は神奈川県ゴルフ協会の 2026 年県アマチュアゴルフ選⼿権（県アマ）の WEB 申し込みシス
テム導⼊に関する説明会でした。加藤事務局⻑の開会挨拶から始まり、システム担当の⼩杉⽒が主導
して説明を⾏いました。  

加藤事務局⻑は冒頭で、県アマの申し込み⽅法が紙ベースから WEB 上でのエントリー⽅式へ完全に
変更されることを説明しました。これまで数⼗年続いてきた郵便振込による申し込み⽅法から、クレ
ジットカードやコンビニ決済などを利⽤した WEB 申し込みへの移⾏について説明がありました。既
に県研修競技会や横浜市ゴルフ協会の市⺠⼤会などでテストケースとして導⼊されており、2026 年
の県アマから本格的に実施される予定です。  

⼩杉⽒はシステムの詳細について説明し、WEB エントリーの基本的な流れとして、アカウント取得、
ログイン、⼤会選択、競技選択、⽀払いという⼿順を紹介しました。システムの特徴として、⾼齢者
でも使いやすいようにシンプルなデザインと⼤きな⽂字サイズを採⽤していることが強調されました。
特に神奈川県ゴルフ協会の会員の平均年齢が 55 歳以上であることを考慮し、スマートフォンでの操
作性を重視したデザインになっています。  

決済⽅法については、クレジットカード、コンビニ決済（セブンイレブンを除く）、ネットバンキン
グなどが利⽤可能で、セキュリティ⾯では決済代⾏会社「ペイジェント」（三菱 UFJ ニコスと NTT

データの合弁会社）を利⽤していることが説明されました。コンビニ決済の場合は情報反映に時間が
かかる点に注意が必要です。  

システム導⼊における課題として、各市町村ゴルフ協会と神奈川県ゴルフ協会のデータベース連携の
問題が挙げられました。特に会員情報の管理や新規⼊会者の処理⽅法について、各協会との調整が必
要になります。⼩杉⽒はデータ連携の可能性について説明し、各協会の状況に応じた柔軟な対応を提
案しました。  

申し込みフローについては、事前登録期間を設けて既存会員にアカウント登録を促し、その後の募集
開始時の混乱を避ける計画が⽰されました。また、定員オーバーの場合は抽選⽅式を採⽤し、⼀定期
間内に申し込みが成⽴した⼈を対象に抽選を⾏う予定です。  

会議の後半では、データベース統⼀化の可能性や個⼈情報保護の観点からの課題、各協会の会員管理
⽅法の違いによる調整の必要性などについて議論されました。特に、神奈川県ゴルフ協会と各市町村
協会間でのデータ共有における個⼈情報保護法の問題や、新規⼊会者の処理⽅法について意⾒交換が
ありました。  

Q ＆  A （説明会当⽇に提⽰された質問と回答）  

Q1. 未成年が親名義のクレジットカードで決済できますか？勝⼿に使⽤した場合は？  



A1. 決済画⾯に未成年の申し込みについては「保護者の承諾を得ています」のチェックを必須化し、3D セキ
ュアによる制限は緩和。不正利⽤が判明した場合は個別対応。 

Q2. 事前登録で会員が⾃分で個⼈情報を⼊⼒してくれるか不安です。 

 A2. 既存会員には QR コード付き案内を郵送し、⽒名・会員番号などは不要です。⼊⼒作業はメールアドレス
とパスワードのみで完了します。 

Q3. 協会窓⼝に問い合わせが来ても対応できません。 

 A3. 技術的な質問はすべて IT ヘルプデスクが⼀次対応します。協会窓⼝はヘルプデスク番号を案内してくだ
さい。 

Q4. 県アマに出場しない会員はWeb登録不要ですか？  

A4. 必須ではありませんが、将来のオンライン⼿続き簡素化のため登録を推奨します。 

Q5. 県協会が保有する会員データを市町協会に共有してもらえますか？  

A5. 個⼈情報保護法を踏まえ、共有の範囲と⼿続きは理事会で協議します。 

Q6. データ連携後の権限管理は？  

A6. SharePoint 上で協会ごとにアクセス権を設定し、⾃協会のデータのみ閲覧・更新可能。 

県協会は全体管理権限を保有します。 

Q7. 各協会は誰がアカウント登録済みか確認できますか？  

A7. データ連携した場合は、協会専⽤リストで⾃協会会員の登録状況を確認できます。現状では、個⼈データ
保護法の観点と同じく、理事会で協議します。 

Q8. 定員超過で抽選漏れになった場合、決済済み参加料は返⾦されますか？  

A8. 第 2 希望会場への振替は事務局 DBで実施してWeb申込サイトへ反映する仕組みです。 

振替を選択しない場合は、銀⾏振込で返⾦します。 

返⾦の仕様について、要項に記載する必要はあると思います。 

  



Q9. キャンセル発⽣時の追加申込は可能ですか？  

A9. 事務局がキャンセル待ちリストを管理し、空きが出た際に対象者へ順次連絡します。前項同様、事務局
DBで更新し、Web申込サイトに反映させます。 

Q10. ネット化で市町協会事務局負担が増えませんか？  

A10. 問い合わせ対応は、ITヘルプデスクへ。 

その他業務は従来と変わらないか、簡素化される⾒込みです。 

気持ちの上での不安感はあると思いますので、説明会などを経て理解を得られるよう努⼒したい。 

Q11. SharePoint 連携の導⼊／運⽤コストは？ 

 A11. SharePoint Online は Microsoft 365 契約内で追加費⽤はありません。初期設定は県協会が実施し、各協会
の⾦銭負担は、開発費などを⽐較考量して理事会で検討してまいりますが、⾼額になることはありません。 

Q12. オンライン⼊会フォームを利⽤する場合の費⽤負担は？  

A12. 基本的に前項と同じで、⾼額になることは考えにくいですが、協会独⾃のカスタマイズが必要な場合は
実費のお⾒積もりになります。 

Q13. 業務コストが下がったら県協会への負担⾦は減りますか？  

A13. 事務費削減効果の還元は理事会で協議する形になります。 

Q14. メールを普段⾒ない⽅へのお知らせは？  

A14. スマートフォンの⽅であれば通知が届きますが、そうでない⽅についてはやむを得ないかと。また、申
込サイトはメールが届かなくても申込が可能です。 

  



参照⽤情報  

各種情報  

・申込サイト 

https://apps.golf-comp.com 

・ITヘルプデスク（平⽇ 10時~17時） 

090-1864-8682 

・ペイジェント 

https://www.paygent.co.jp/ 

 

1. アンケート協⼒のおねがい  

アンケート URL 

https://forms.gle/H9c62Nsi7z6zEYtP6 
 

 

 

 

 

以上 
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